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令和 6年度予算見積調書 課室名:

説明事業

障害者福祉推進課
担当名: 障害福祉・自立支援医療担当

内線: 3568 (単位：千円)
会計

S159 高次脳機能障害者を社会全体で支えるシステムの構築事業 一般会
計

民生費 社会福
祉費

項
障害者福祉費 高次脳機能障害者支援事業費

番号 事業名

事 業
期 間

平成30年度～ 根 拠
法 令

障害者総合支援法

款

針路 07
分野施策 0703

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

4,8
4-a,8-5

　　高次脳機能障害者への訓練・支援、地域での支援体
　制を整備する目的で次の事業を行う。
　ア　高次脳機能障害者支援機能の地域展開事業費
　　                                　 6,048千円
　イ　高次脳機能障害者就労アシスト事業費
                                  　   6,814千円

　(1) 事業説明
　　ア　高次脳機能障害者支援機能の地域展開事業費
　　　　地域リハビリテーションケアサポートセンター等に「相談窓口」を設置する。
　　イ　高次脳機能障害者就労アシスト事業費
　　　①　就労定着支援
　　　　　企業在職中の障害者が職場に定着できるように支援する。
　　　②　就労系事業所への訪問支援事業
　　　　　就労系の事業所、企業への訪問・来所による障害者への就労に関する支援方法について助言・援助を行う。

　(2) 事業計画
　　ア　地域コーディネーター設置
　　イ　職場訪問、事業所訪問

　(3) 事業効果
　　　高次脳機能障害者の社会参加・社会復帰の促進が図られる。
　　　【活動指標(アウトプット)】相談120件、定着率100％、訪問来所相談支援回数60回
　　　【成果指標(アウトカム)】高次脳機能障害者への就労支援による民間企業の障害者雇用率2.3％以上

２　事業主体及び負担区分
ア　(国1/2・県1/2)
イ　(県10/10)

３　地方財政措置の状況
　　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　　9,500千円×48人＝456,000千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金 使用料・手数料

決定額 12,862 3,024 9,575

前年額 14,895 3,024 11,576 295

― 福祉部 159 ―

誰もが活躍し共に生きる社会の実現

263 △2,033

障害者の自立・生活支援



 

事業名

単位事業名 予算額 6,048千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 3,024 0 地域生活支援事業費等補助金
社会福祉費補助金 補助率１／２

一般財源 3,024 0

合計 6,048 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 6,048 0 ケアサポートセンター相談業務委託料

合計 6,048 0

単位事業名 予算額 6,814千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

使用料及び手数料・ 9,575 △2,001 総合リハビリテーションセンター使用料
社会福祉使用料 施設利用料

　

主な内容

事業内訳書

高次脳機能障害者を社会全体で支えるシステムの構築事業

高次脳機能障害者支援機能の地域展開事業費

主な内容

主な内容

高次脳機能障害者就労アシスト事業費



 

 

単位事業名 予算額 6,814千円

　
 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 △2,761 △32

合計 6,814 △2,033

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 5,824 △1,976 定着支援相談員　110日✕4人
訪問支援相談員　120日✕1人

旅費 472 △85 定着支援企業訪問用　590回
事業所訪問用　　　 　30回

需用費 273 28 消耗品
公用車燃料費

役務費 245 0 電話料

合計 6,814 △2,033

高次脳機能障害者就労アシスト事業費

主な内容

主な内容


